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口
円
と
中
止
国
α
ロη
『
耳
目
「
耐
向
山
内
U
M
刷
出
飢
行
い
に
つ
い
て
布
抗

な
る
附
山
1
8以
一
で
L
b
T
A
U
つ
古
山
市
刊
に
於
り
る
が
帥
以
行
」
i
附
L
て

は、

U
に
本
A
M中
ニ

I
二
位
第
一
叫
に
品
川
削
f
副
知
介
し
て
や
わ
れ

る
ω

捗
帥
何
日
叫
れ
な
る

4
山
計
処
し
て
如
何
な
る
日
鼎
を
仇
す
る
か
は

人
予

A
小
品
州
。
に
凶

i
c
ゐ
る

μ
、
凡
〈
】
』
札
此
が
長
以
前
と
耐
合
政
制

命
酬
と
に
化
ハ
拍
せ
る
主
頃
川
川
北
叫

H
川

U

-

た
る

hwuH肌
ω
川
口
き
一
仙
〈
あ

る
ω

こ
れ
.
私
が
白
ch百
百
円

ω
「
山
川
辺
山
必
陥
自
叫
行
k

を
制
介

L
、

叫
て
松
川
市

l
山
「
A
H
本
州
に
於
け
る
持
仙
川
引
し
ル
」
比
較
町
先
止
ん
止

ゐおじてら一二山内
1
J
I
L
かわる
u

l

i

f

-

-

J

;

 

獅
逸

ω一
労
働
お
銀
行
の
品
H
s
止
を
池
れ
が
る
に
常
h
先
づ

此
が
先
川
柳
お
正
1し

τ、
勢
帥
が
引
凶
，
U
損
金
山
咋
じ
W
M
-
M
銀

行
ピ

ω
一
一
つ
を
恥
げ
ね
ば
な
り
叫
3

崎
労
働
者

ω
貯
蓄
金
庫
は
十
九
阻
組
の
中
染
川
引
か
ら
俊

生
L
た
も
の
で
ゐ
る
が
、
北
(
山
中
で
叫
す
働
者
自
身
に
依

っ
τ設
立
せ
ら
れ
H
H
管
理
廿
ら
れ
た
も
の
と
!
て
は
、

郵
似
錨
地
従
業
員
的
貯
蓄
及
死
じ
金
咋
ピ
獅
逸
峨
工
長
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、
、
、
、
.
、
.
、
、
.
、
、
、
、
，
、
、
.
、
.
、
、

r

組
合
ご
が
共
の
行
名
な
る
も
の
で
あ
る
o

此
の
労
働
者
可
貯
蓄
叩
明
守
山
+
長
官
山
間
Y
1
1
判
官
九
明
庫
止
h'
一
歩

の
金
融
機
関
は
法
律
上
大
憾
純
一
枝
記
組
合
の
形
式
を
採
進
ん
で
組
合
員
に
信
用
を
許
す
銀
行
が
成
立
す
る
に
歪

'p
、
其

ω範
国
は
大
工
場
、
遊
信
管
理
局
、
鎖
道
管
理
っ
た
の
は
比
統
的
後
の
事
で
ゐ
品
。
此

ω場
合
に
採
用

局
、
及
び
各
組

ω職
業
を
単
位
ご

L
た
も
の
で
あ
る
。
せ
ら
れ
た
の
は
楕
限
責
任
の
細
川
円
形
式
で
あ
っ
た
。
今

貯
蓄
金
悼
の
目
的
己
す
る
所
は
組
合
員
に
慌
に
貯
蓄
の
日
大
都
市
の
殆
ん
ど
凡

τ
に
設
立
せ
ら
れ
て
ゐ
る
信
用

便
宜
を
典
、
以

τ
一
家

ω不
辛
英

ω
他一

ω念
場
に
際
組
合
な
る
も
の
は
其
の
代
表
的

ωも
の
で
あ
る
。
勿
論

し
、
こ
れ
を
市
容
易
に
切
h
扱
け
し
む
る
に
あ
る
o
此
の
之
等
の
信
用
組
合
に
於
て
も
授
信
事
務
た
る
貯
蓄
事
務

金
庫

ω資
本
は
零
砕
な
ゐ
旭
給
又
は
月
停
か
ら
集
め
ら
が
向
最
も
重
大
な
る
位
置
を
占
め
て
ゐ
る
の
で
あ
る

れ
た
る
も
の
で
ゐ
る
が
・
別
金
が
規
則
正
し
く
入
っ
て
が
、
授
信
事
務
た
る
信
川
事
務
が
非
情
仁
蹴
張
せ
ら
市

来

る

鮎

じ

共

の

長

所

が

あ

る

。

-

氷

山

川

事

も

池

め

ね

ば

な

ら

ぬ

。

此

の

質

例

己

し

て

官

更
に
金
庫
り
事
務
は
凡
て
無
報
酬
で
行
は
れ
る
事
仁
一
応
銀
行

(
U
W
F
E苦
言
存
命
。

E
-
t・
出
)
じ
つ

な
っ
て
ゐ
る
か
ら
経
前
提
を
少
額
で
済
ま
L
得
る
事
も
一
い
て
述
べ
て
見
?
ヲ

O

共
…
り
強
味
で
ゐ
る
o

金
庫
は
其
り
集
め
た
晶
子
宮
安
全
な
一
農
民
信
用
組
合
民

ω土
地
、
及
び
手
工
業
者
信
用
組

る
設
券
、
確
到
な
る
銀
行
或
は
其
の
企
業
家
山
続
傍
に
一
合
員

ω仕
事
場
に
賞
る
も
の
は
、
山
H
U胤
に
あ
っ
て
は
英

投
資
す
る

ωで
ゐ
る
が
、
何
ご
一
言
っ
て
も
其

ω主
弾
事
一
機
定
体
紛
で
あ
る
。
郎
も
{
臼
皮
銀
行
は
山
H
克
の
持
永
の

務
は
貯
蓄
に
存

L
f
ゐ
る
o

勿
論
組
什
員
の
病
気
療
一
俸
給
支
挑
を
珠
想
し
、
安
ん
じ
て
共

ω預
金
を
利
用
し

義
、
休
暇
旅
行
等
の
消
伐
的
信
用

ω絡
め
に
、
或
は
組
一
得
る
事
が
出
来
た
の
で
あ
る
o

こ
れ
宵
克
の
み
「
信
則

合
員
り
家
屋
川
件
数
等

ω
生
産
的
一
倍
則
的
活
め
に
貸
出
L

機
一
闘
が
設
り
ら
れ
.
か
の
磁
定
牧
人
を
有
ぜ
古
る
抗
野

せ

ιれ
る
事
も
あ
る
が
、
之
は
等
み
例
外
的
の
場
合
で
働
者
に
此
の
柿

ω機
闘
が
全
〈
後
述

L
得
y
h
L所
以

あ
る
o

で
あ
る
o

雑

総

掛
担
一
白
捗
働
者
保
訂

都
-
一
十
=
一
巻

(
停
三
説
一
五
一
エ
)

E
C
=
一



手量

儲

川
畑
地
の
仕
切
働
者
保
行

弟
二
十
三
容

中
川
市
三
挽
一
五
円
)

五
口
問

一
開
銀
行
な
る
も
の
は
、
消
投
的
信
用
に
問
奥
し
な
獅
逸
官
山
附
飽
叶
組
似
し
た
官
克
銀
行
は

l
l
一
九

い
一
唱
を
原
則
と
し
て
ゐ
る
o

故
に
有
地
階
級
が
令
伐
涜
二
五
年
末
に
は
五

O
を
算
し
た
が
ー
ー
ま
た
聯
合
し
て

要

ω
生
じ
た
時
に
自
分
一
人
で
貯
蓄
し
忙
以
上
宇
一
利
用
一
綱
迎
行
必
中
央
銀
行
(
ロ
自
己
E
Z各
自
国

2
日
庁
ロ
N
E

せ
八
ご
す
る
さ
、
勢
ひ
宮
市
出
信
用
組
合
に
加
人
せ
き
る
一
昨
日
]
宮
島
〉
-
ー
の
畑
一
∞
丘
町
)
品
川
」
設
立
し
た
。
一
九
二
四

を
得
日
く
な
る
の
で
あ
る
o

官
吏
銀
行
の
授
信
業
務
は
一
年
末
の
封
践
に
よ
る
ご
、
共
の
株
式
資
本
は
六
十
持

法
令

ω定
む
る
所
じ
依
'hJ
、
組
合
員
の
み
に
限
ら
れ
、
一
ヲ
イ
じ
ス
マ
ル
ク
、
州
込
資
本
は
山
の
十
五
ラ
イ
ヒ
ユ
マ
ル
ク
千

組
合
員
以
外
に
貸
出
す
事
は
禁
止
せ
ら
れ

τゐ
る
。
同
あ
っ
た
。
比
ゆ
官
必
巾
央
鋭
行
は
各
組
作
内
部
の
金
融

従
仁
授
信
業
務
も
亦
専
ら
組
合
員
山
内
問
国
に
止
っ
て
ゐ
削
節
を
計

h
、
真
に
一
般
金
融
出
場
ご
の
聯
絡
を
計
る

る
。
蓋

L
組
合
員
以
外
の
人
は
其
の
金
を
預
げ
る
の
に
一
任
務
を
羽
し

τゐ
る
o
株
式
合
耽
の
形
式
骨
採
っ
て
ゐ

は
寧
ろ
基
礎
碓
貨
な
る
普
泌
銀
行
叉
は
都
市

ω貯
叩
税
金
一
る
他
り
布
名
な
究
班
銀
行
、
帝
附
聯
九
円
銀
行
百
日
間
中

庫
を
選
ん
げ
い
か
ら
で
あ
る
o

官
定
銀
行
の
執
務
は
供
抑
制

EHMFロ
E
Eロ
r
p
l出
w

出

2
一
一
口
)
は
上
流
山
口
実
の
機
闘

酬
で
行
は
れ
る
か
ら
、
有
給
事
務
員
が
執
務
I
て
ゐ
る
一
銀
行
で
あ
っ
て
、
一
九
二
阿
年
卜
二
月
三
十
一
日
に
は

普
通
銀
行
に
比
す
れ
ば
締
結
ロ
貨
が
少
〈
て
渋
み
、
従
つ
↑
百
六
十
高
一
フ
イ
ヒ
ス
マ
ル
ク
の
預
金
を
布
し
て
ゐ
口
。

て
授
一
同
利
子
は
俄
〈
叉
授
信
利
子
は
高
〈
す
る
一
帯
が
一
各
官
夜
銀
行
は
貯
蓄
及
び
貸
付
業
務
の
外
仁
、
常
庫

出
来
る
の
で
ゐ
る
o

組
合
員

ω保
誇
責
任
額
は
約
百
ラ
勘
定
取
引
を
閲
話
術
戒
者
は
商
品
取
引
の
金
融
迄
以
扱

f

ヒ
A

マ
ル
ク
で
あ
る
0

・
日
夜
銀
行
の
多
〈
は
貯
蓄
糾
合
一
つ
て
ゐ
る
o

組
合
員
は
共

ω体
給
を
山
内
山
、
銀
行
の
勘
定

か
ら
後
迭
し
た
も
の
で
ゐ
る
が
、

f
J
j
r
J
銀
行
が
高
一
に
繰
入
れ
、
需
要
に
際
し
て
彼

ω勘
定
か
ら
引
き
出

利
を
ど
り
、

d
A
は
普
通
銀
行
及
ぴ
貯
帯
金
庫
が
{
門
小
児
に
一
p
し
、
利
税
、
石
炭
・
克
期
、
電
象
、
家
賃
等
の
支
抑
を

信
用
を
典
へ
な
か
っ
た
ヰ
が
共
の
費
生
の
原
闘
を
な
し
銀
行
に
依
っ
て
清
算
せ

L
め
て
ゐ
る
む
銀
行
の
方
で
は

た

事

も

あ

る

。

引

金

を

利

用

[

其

の

組

合

員

の

縛

め

に

石

炭

、

被

服

生



活
資
料
共
他
の
購
入
を
仲
介
し
、
且
共
内
金
融
り
道
を
品
。
由
来
勢
働
者
の
貯
金
な
る
も
の
は
各
碍
の
企
業

講
じ
る
の
で
ゐ
る
o

例
へ
ば
、
り
目
。
出
E
r
自円一口

E
ア
家
、
工
業
示
、
古
川
人
地
主
等
に
貸
出
3
u
、
云
は
い
易

問
ぽ
回
目
呂
宮
内
の
日
・
『
戸
、
国
主
」
ロ
は
d

Y

F

Y

二
問
者
、
借
家
人
、
削
殺
者
等
の
貯
蓄
階
級
ヤ
経
凶
上
陸

の
絢
逸
官
山
被
服
合
此
ピ
漣
絡
を
さ
り
、
組
合
員
が
命
一
迫
す
る
人
々
が
之
を
利
用
し
て
む
に
の
で
ゐ
る
、
印
ら

枇
よ
ふ
リ
被
服
士
服
入
す
る
場
合
に
は
五
が
り
制
引
を
な
↑
貯
金
者
に
る
彼
等
は

H
一
の
貯
帯
資
本
の
利
用
に
焼
い
て

き

L
め
、
向
共
り
上
に
支
州
方
法
を
一
九
大
仁
せ
し
め
℃
一
は
殆
ん
け
ど
彪
分
惟
を
持
つ

E
ゐ
な
い

ω
で
あ
る
。
か
〈

ゐ
る
o

然
し
宿
出
銀
行

ω
最
ム
前
一
嬰
な
任
務
は
住
宅
処
一
一
し
労
働
者

ω
貯
金
り
利
用
方
法
が
労
働
者
自
身

ω
利
盆

築
の
命
制
で
わ
る
o

↑
カ
に
は
住
宅
地
他
み
に
は
ゐ
一
世
寄
せ
ぎ
る
十
一
得
な
い
府
川
山
吟
し
め
る
c

労
働
者
が
彼
等

の
信
用
は
一
般
に
官
川
県
を
し
て
組
伶
加
入
を
M
W
封
に
成
一
内
貯
金
仁
閲
す
る
底
分
権
を
其
山
手
に
牧
め
ん
ご
努
力

守
し
め
た
も

ωで
ゐ

品

。

し

、

共

の

は

川

氏

方

法

正

し

て

勢

働

者

銀

行

を

設

立

せ

ん

官
必
銀
行
が
大
な
る
功
蹴
セ
戒
し
た
も
の
に
か
ら
、
ど
企
2

し
た
の
は
常
然

ω事
で
ゐ
品
。
其
の
上
・
努
働
者

拙
労
働
者
階
級
で
も
非
叩
に
成
大
な
計
査
を
立
つ
る
に
五
銀
行

ω
設
乱
一
を
促
進
せ
じ
め
た
、
も
う
一
つ
の
原
凶
が

っ
た

ωで
ゐ
品
。
以
下
引
を
新
に
し
て
労
働
者
銀
行
の
ゐ
る
。
勢
働
者
階
級
は
阪
に
永
〈
消
費
組
合
、
建
築
組

後

法

を

述

べ

ゃ

う

。

合

等

自

分

自

身

ω事
業
を
行
つ

τゐ
た
が
、
組
合
叫
財

ニ

政

力

じ

は

制

限

が

ゐ

り

日

誌

立

惜

の

府

加

も

腕

め

て

緩

勢
仙
布
川
以
ノ
川
一
俊
生
け
り
瓜
凶
は
柿
々
の
方
耐
に
求
め
る
悦
℃
あ
っ
た
か
ら
、
此
等
組
合
組
織

ω企
業
以
後
瓜

ω

事
が
山
家
る
が
M

古
川
清
白
井

ω
自
覚
が
共
山
段
も
大
な
怜
地
が
少
な
か
っ
た
の
で
ゐ
る
0
3
h
E
て
普
通
銀
行

る
も
の
で
あ
a
Q

、
印
も
山
首
通
銀
行
及
び
貯
者
扱
行
り
預
は
政
治
上
山
り
瓜
凶
Y

ら
比

ω
勢
州
者
総
州
問
問
に
必
要
な
る

金
の
大
部
分
が
貨
は
白
崎
労
働
者
、
俸
給
叫
労
働
者
附
拙
仙
の
信
用
合
奥
へ
十
、
否
寧
ろ
雇
傭
者
に
気
粂
し
て
券
働
者

懐
か
ら
山
て
ゐ
る
坊
を
勢
働
者
が
意
識
[
た
の
で
ゐ
の
事
業
仁
ポ
イ
コ
ク
ト
の
態
度
を
採
っ
た
の
で
あ
る
。

主主

出
品
世
心
掛
働
者
以
行

雑

館
二
寸
一
容

(
銘
一
二
鶴
一
五
五
)

五
の
一
台



(
第
三
扱
-
五
六

第
二

I
一一一審

事t

主主

制
逸
白
捗
働
者
銀
行

K
O六

何
て
消
費
組
合
、
建
築
組
令
等
は
労
働
者
銀
行
の
出
現
忠
れ

τは
な
ら
な
い
。
蛍
時
労
働
組
合
は
共
の
基
金
を

に
よ
っ

τ事
業
燐
践
に
必
要
な
資
本
の
貸
拠
を
受
け
ん
大
銀
行
に
預
金
正

L
て
預
け

τゐ
た
の
で
、
貨
幣
樹
値

ぜ
寸
古
川
台
ウ

Y
W
T
あ

る

。

一

下

落

に

脅

か

苫

れ

ゴ

る

を

得

な

か

っ

た

。

若

し

比

ω
際

労
仰
者
銀
行
的
計
査
は
戦
前
に
は
多
〈
失
敗
に
腕

L
一
一
労
働
者
銀
行
が
設
立
ゼ
ら
れ
て
ゐ
た
な
ら
ば
、
労
働
組

た
o

一
九
一
二
年
濁
地
銀
行
的
役
員
が
懲
戒
陛
分
に
附
一
人
口

ω
基
金
に
偲
値
安
定
的
方
策
金
融

ι得
句
れ
た
事
一
で

せ
ら
れ
、
労
働
組
合
的
中
央
委
員
食
が
澗
泡
銀
行
川
ら
一
あ
ら
う
ご
思
ふ
。
か
(
τ
今
や
勢
判
者
銀
行
設
立
は
全

英
凶
羽
金
三
千
前
向
マ
ル
ク
を
引
き
出
す
に
及
び
、
勢
働
一
〈
時
間
ハ
パ
問
題
で
ゐ
っ
た
o

か
く
し
て
勢
働
者
階
級
は

銀
行
り
設
立
に
闘
す
る
意
見
が
大
い
に
闘
は
さ
れ
る
仁
一
永
ら
〈
希
叫

L
て
ゐ
た
計
去
を
質
行
す
ア
き
機
曾
を
楠

至
ノ
た
。
然

L
結
局
券
働
組
合
銀
行

ω
設
立
に
は
歪
ら
一
へ
た
の
で
ゐ
る
。

す
、
共
の
引
き
出
し
た
金
は
再
び
之
4T
他

ZH通
銀
行
一
従
来
酬
明
逸
に
設
立
せ
ら
れ
た
勢
働
者
銀
行
心
中
、
失

に

預

け

入

れ

る

事

に

な

っ

一

た

の

で

ゐ

る

。

て

ω
二
つ
が
fm
要
な
も
の
で
あ
る
o

印
も
ザ
昨
ず
前

rm

北
級
戦
伐
に
至
h
、
ア
メ

p
カ
合
衆
国
に
於
J
L
帥
労
働
一
(
口
町
出
山
口
r
ι
2
〉
号
氏
門
司
、
〉
ロ
問

Em--Zロ
ロ
ロ
品

者
銀
行
設
立

ω試
み
が
珠
想
外
的
大
成
功
十
枚
的
た
の
一
一
回
目
日
庁
ロ
〉
・
の
、
回
日
一
一
口
)
古
川
倒
逸
山
川
氏
銀
行
(
り
日
刊

で
、
再
び
獅
逸
に
於
て
も
労
働
者
銀
行

ω
問
問
が
倣
[
一
り
の
E
R
r
o
〈。

-zg己
内
〉

l
ρ
E
何
ω
目
ロ
)
ご
が
之
で

(
論
世
ら
れ
る
伎
に
な
っ
て
来
た
o

一
九
一
入
年
十
↑
一
あ
る
o

前
者
印
L
勢
働
者
銀
行
は
一
九
二
同
年
五
月
三

月
山
革
命
に
依
っ
て
勢
働
組
合
迩
動
は
大

ν
に
勢
力
ev二
十
一
日
に
成
立
せ
ら
れ
、
北
(
山
り
同
慌
た
る
り
目
。
ロ
2

柑

L
、
且
つ
叫
す
働
者
附
印
刷
及
び
官
官
階
放
は
政
治
的
勢
一
世
各
自
開

S
E
-〈
2
5
5ロ
m
T
C丘
町

o
E沖
自
・
『
回
目

力
を
加
へ
た
の
で
、
勢
働
者
階
級
が
自
分
自
身
の
銀
行
は
一
年
前
に
普
通

ω企
業
曾
枇
の
形
式
で
生
れ
た
も
の

設
立
合
要
求
す
る
念
を
愈
I
高
め
た
の
で
め
る
G

更
に
で
め
っ
た
。
此

ω銀
行

ω創
立
者
は
り
2
〉
=
向
。
自
。
一
!

日
四
拘
品
川
脚
脹
が
勢
働
者
銀
行
問
題
仁
刺
戟
を
奥
へ
た
一
事
も
ロ
の
り
自
門
目
F
g
の
2
2
W
E
F
tげ
ω
E
E
U
2
〉
=
問
。
日

Jl¥立は Arbeiter，Angestcllte De九mte と恒別 Lτゐるが成諸白書F働者に包
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氏
自
己

E
z
o
r
g

並
び
に
ロ
日
〉
]
ア
ハ
ジ
プ
ル
〆
に
最
初

ω支
出
ケ
設
け
、
以
来
本
併
の
貯

明
日
氏
見
青
山
内
〉
白
岡
ER--丹

S
E
E
の
三
聯
盟
に
加
入
金
吸
欣
に
必
要
な
る
機
附

ω
慌
践
を
計
ち
、
労
働
組
合

L
て
ゐ
た
叫
労
働
組
合
一
で
わ
る
o

株
主
は
此
等

ω創
立
勢
一
に
加
入
せ

F
る
昧
労
働
者
ぞ
り
小
資
本
を
吸
牧
す
る
潟
め

働
組
合
で
め
る
。
(
記
名
)
株
式

ω
譲
渡
は
崎
労
働
者
、
月
~
に
、
凡
ゆ
る
近
代
的
方
訟
を
講
じ
て
ゐ
る
。
銀
行

ω受

給
取
、
並
び
に
官
史
の
利
盆
を
護
る
法
人
に
就
い
て

ω
一
信
者
ご
し
て
特
に
悲
「
べ
き
は
消
費
組
合
、
R

公
共
建
築

み
許
古
れ
、
且
主
役
合
議
内
同
意
を
め
要
己

L
て
ゐ
一
組
合
、
政
川
町
印
刷
業
細
川
H

惇
〕
仁
川
u
。一

る
o

株
式
資
本

μ
設
立
昔
時
七
十
五
高
ィ
一
ル
ト
マ
ル
ク
で
一
第
二
の
エ
ツ
セ

Y

の
獅
逸
山
川
氏
銀
行

μ
り目。

J1035

あ
っ
た
が
、
北
(
ほ
刊
新
加
入
が
あ
っ
て
阿
百
尚
一
フ
イ
ヒ
入
マ
一
『

E
r
岳
町
骨
三
円
}
凶
作
〉

F
Z
の
後
九
月
T
ゐ
っ
て
、
共

ル
グ
二
信

m
L
Z
。

一

の

最

初

の

事

務

所

を

聞

い

た

の

は

一

九

二

二

年

一

月

一

I
t
-
-
-

一一
日
で
め
っ
た
。
創
立
者
ど
し
て
は
獅
逸
労
働
組
A
W
聯
盟

貸
借
割
問
表
(
一
ん
一
例
年
，
寸
一
一
H

干

旦

一

(

口

町

ロ

E
E
n『
自
の
2
2
E岳
島
ω
『
E
号
)
に
加
入

L
て

背

広

之

部

閉

位

千

川

一

負

債

之

部

早

骨

子

M

一
ゐ
る
の
r
E岳
n
r
l
z
E。
E
rロ
〉
号
仏
門
司
、
〉
回
開

E
z
-
-
E

F

-

R

 

却

金

計

，

他

一

i
株

式

資

本

喜

一

ロ

ロ

ι
F
E
E
Z
E
Z。
及
び
其
の
類
似
の
岡
純
を
数

手

形

一

弓

一

的

脱

者

一

削

山

尚

一

u
一
へ
る
引
が
出
来
る
。
株
式
の
譲
渡
が
主
役
合
議
の
同
意

釘

旭

川

削

行

制

む

残

金

主

同

純

桂

一

川

口

一

を

得

t
始
め
て
行

ο得
る
副
市
は
、
前
銀
行
ど
同
伎
で
ゐ

判

明

助

者

勘

定

円

日

一

一

る

o

頭
取
に
は
均
的
廿
西
り
前
大
統
傾
〉

e
E
p
m向
。
?

所

主

引

例

詑

恭

一

毛

一

一

司

巳

ι
氏
が
邸
中
げ
ら
れ
い
、
共
山
他
七
九

ω
重
役
府
議
UH

計

一

三

宕

計

一

口

2
2

一
は
何
れ
4
h

勢
似
組
合
の
4
H
初
で
あ
る
o

此

ω叫
労
働
者
銀
行
の
預
金
は
現
今
品
川
大
部
分
は
勢
働
一
九
二
五
年
十
一
月
に
は
澗
逸
瓜
此
銀
行
は
目
立
宮

組
合
の
恭
金
で
あ
る
が
・
銀
行
は
一
九
二
五
年
九
月
に
同
釦
自
E
H問
、
宍

E
再
再

H
-
t〈
ζ

ロ
cu『
5
m
u
u
u自
己

P
R

回
目
ヨ
古
ロ
F
E丘

(
耕
一
一
説

↑

E
七
)

:1i 
C 
し

Y.' 

羽
逸
山
路
働
者
飢
行

ρ
ι
v
=

寸一一一仙普

瑚I

純手la!'i2JC).ODO 1ミeichsmarl心日)



2量

問
逸
心
身
働
者
説
行

第二寸一↓一春

、
、
.

及
び

m
E手叫ん日
n
r
g
ω
六
支
川
合
有
し
、
常
凶

ω
各
所
蓄
銀
行
(
口
百
回

E
E
R品
目
E
話
。
〉
ー
の
)
を
率
げ
る

に
約
一
二
THω
貯
令
受
取
一
助
な
設
け

τゐ
た
。
一
九
二

7
1
4
が
出
来
品
。
此
的
銀
行
は
一
八
人
一
年
設
立
り
ロ
2

年
十
月

ω
新
聞
に
依

μμ
、
一
九
二
五
年
内
修
業
服
組
一
回
弓
ユ
R
Z
〈
Z
h
o
F
b
E至
。
ロ
〈
qEMMω
貯
吐
一
川
合
同
伴

殊
に
貯
金
方
而
は
脳
的
て
泌
足
す
べ
為
純
池
を
ご
り
た
一

ω後
身
で
わ
る
が
、
品
仲
式
資
金
は
僅
か
に
一
時
一
千

ご
仰
へ
ら
れ
て
ゐ
ゐ
O

、‘

.

.
 、
、
一
フ
イ
ヒ
ス
マ
ル
ク
に
過
ぎ
な

γ
叫

以

tω
一
一
つ
の
待
問
者
銀
行
内
外
仁
川
判
山
泌
総
附
銀
行
一
三

(り
5
0
2
z
n
r
o
J
J
1
5
2
E
H
l
z
Zロ
昨
〉
の
)
を
政
ヘ
一
以
上
、
濁
逸

ω
品
労
働
者
銀
行

ω
各
ー
に
つ
い
て
、
そ

ね
ば
な
ら
曲
。
此
り
銀
行
は
り
q
の
2
一号
r
R
E日
げ
?
の
俊
述
凶
大
認
を
逃
べ
h
ー
が
、
絡
に
は
叫
す
例
者
銀
行

ω

E
E
L
2
〉口問
SHo--Zロ
(
の
-

H

〉‘

)
E
F
Z
Z
N
o
t
H的
、
労
働
者
銀
行
こ
帥
労
働
組
合
-
己
の
州
係
、
吟
働
者

巴
自
己
。
門
町
を
母
位
ど
し
て
一
九
二
一
一
一
年
七
月
三
十
一
日
銀
行
叫
抑
制
鋒
方
法
、
労
働
者
総
行

ω
政
策
等
に
就
い
て

に
設
立
せ
ら
れ
た
も
山
で
あ
る
が
、
上
記

ω
二
銀
行
に
包
抗
的
考
白
川
討
を
試
み

E
見
ゃ
う
。

は
ご
吋

1
川
唯
一
ぃ
山
也
、
h

なトド

1
い
叫
守
川

1
…
.
仰
も
、
伊
川
酬
や
相
川
州
r
J
m
H
山
川
は
川
勢
働
者
山
り
川
J
w
m
押
な

何
バ
イ
ヱ
ル
V

川
拙
泡
従
業
民
組
合

ω銀
行
部
(
口
一
。
一
る
資
本
h

z

集
め
て
是
L
7
3

地
常
h

也
、
る
事
業
l
投
資
し
I

以

回目
H]白
日
比
日
古
口
町

ι自
国
釦
可

H，

HωnrgH
同日
ωmD『巴
5
2
〈
q
一
司
安
働
者
/
ぐ
れ
自
身
り
利
徒
十
進

U
る
に
あ
る
。
然

E
H仏
虫
〉
・

1
ρ
E
R
F
Oロ
)
は
一
九
二
問
・
年
六
月
一
一
も
、
引
L
勢
働
者
自
身
の
制
官
官
4
る
品
業
が
、

uω
化

日
に
は
株
式
資
本
人
前
式
千
y

イ
ヒ
ス
マ
ル
ク

b
A
lて
一
資

ω
全
部
を
充
分
仁
消
化
!
得
ざ
る
際
ー
は
、
附
労
働
者

ゐ
た
c
此
ゆ
銀
行
郎
が
鉱
工
場
及
び
建
築
制
A
H
内
設
立
一

ω利
谷
で
ん
子
し
な
い
こ
一
三
保
詮
的
下
に
、
他

ω会
共

に
開
卯

L
、
組
築
組
合
を
し
て
土
砂
、
煉
瓦
、
木
材
等
一
的
品
業
又
は
伽
人
的
事
業
に
共
的
残
伶
資
本
を
代
H

典
せ

を
康
氏
せ
し
め
て
ゐ
る
引
は
一
日
目
に
仰
す
戸
、
肢
後
に
ね
ば
な
ら
ぬ
o

ミ
ュ
ン
へ
ン
所
在
の
勢
倒
占
有
銀
行
ピ

L
て
は
向
…
片
山
川
町
山
町
山
川
才
一
日

r
u
h骨
昨
紅
一
ザ
ど
は
栴
一
接
汁
尚
一
刷
昨
を
有
し

雄

へ第一一
4

観
一
五
入

五
O

へ
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て
わ
て
、
前
者
は
殆
ん
げ
そ
後
者
に
依
っ
て
支
持
せ
ら
れ
ま
晶
、
に
至
る
の
は
常
然
の
結
論
で
あ
る
。

て
ゐ
る
的
で
め
る
ο

帥
弘
一
勢
仙
組
行
、
は
労
例
者
銀
行

ω-

凡
て
、
銀
行
的
一
料
管
仁
は
確
官
唯

Y
唱
分
世
Y
W
一一

株
式
を
所
羽
l
‘
重
役
合
議
を
組
側
し
、
共
り
基
金
h
f
」
つ
が
重
大
要
素
で
あ
る
が
、
勢
働
者
銀
行

ω
締
四
百
方
法

以
て
銀
行
に
州
政
的
法
磁
を
拠
へ
て
ゐ
る
、
逆
に
労
働
一
に
つ
レ

1
之
を
考
へ
て
見
ゃ
う
o

労
働
者
銀
行
は
、
両

組
ハ
日
は
帥
労
働
者
銀
行
よ
り
株
式
配
首
り
形
及
び
ぞ
れ
以
一
品
的
所
有
、
商
品
の
請
求
権
、
布
側
諸
券
、
土
地
の
所

外

ω形
式
に
よ
ツ

C
1
純
パ
位

ω
配
慌
を
受
け
て
ゐ
る

ω
一
有

ω
如
言
、
銀
行
仁
依
「
べ
か
ら
F
る
信
川
基
礎
を
有

で
あ
る
υ

労
働
者
総
行
が
労
働
組
合
ご
密
接
な
る
聞
係
了
し
て
ゐ
な
い
の
が
お
で
あ
る
。
勿
論
、
帰
来
の
俸
給
支

を
維
持
す
る
引
に
よ
っ
て
得
品
川
の
利
争
「
し

τ特
に
一
跡
的
知
た
い
珠
山
川
l
u
明
、
よ
畑
山
川
山
廿
程
ご
考
へ
ら
れ

幕
ぐ
ぺ
き
は
、
貯
金
山
中
務
に
労
働
組
合

ω組
織
を
利
則
一
な
レ
で
も
な
い
が
、
手
形
や
有
例
措
叫
品
作
正
は
迷
つ

T
一、

す
る
北
朝
で
あ
る
。
蓋

L
、
崎
労
働
組
合
の
賃
銀
支
抑
所
は
一
是
を
前
以
1
割
引

f
る
と
か
、
抵
蛍
に
入
れ
る
ど
か
す

庶
も
仁
労
働
者
銀
行

ω貯
金
受
取
所
ど
な

h
、
労
働
組
了
。
事
叫
不
可
能
で
ゐ
る
。
蓋
1
叫
労
働
者
M
A

ひ
官
京
が
信

令

ω
役
誌
が
副
業
ピ

L
T
勢
働
者
銀
行
ゆ
代
却
者
ご
な
一
加
を
刺
則
す
る
の
は
其
山
山
崎
宵
貨
や
俸
給
で
は
や
っ
て
行

る
か
ら
で
あ
る
。
-
真
に
1
1
一
労
働
組
合
、
己
其
山
崎
賞
例
者
総
一
り
な
い
防

ω
非
常
信
用

ω場
合
で
あ
っ
一
1
、
云
は
い
γ

消

行
己
は
、
相
携
へ
て
新
聞
を
利
川
す
る
の
似
宵
を
有
L
一
抗
的
信
用
に
一
周
す
る
の
で
あ
る
。
従
つ

t
勢
制
者
及
び

て
ゐ
る
o

か
〈
て
労
例
者
銀
行
は
貯
九
百
吸
収

ω
締
め
一
円
支
が
銀
行
か

ι信
用
を
受
り
る
己
、
的
も
仁
札

λω
消

に
・
凡
ゆ
る
新
し
い
手
段

'r講
じ
て
ゐ
る
o

貯
金
箱

ω
一
投
を
増
し
て
、
山
間
品
質
内
感
姉
に
陥
る
か
ら
、
結
局
主
(
的

外
に
貯
金
カ

1
ド
ピ
貯
ま
ル
ク
ミ
ヤ
俊
行
し
、
迭
に
一
生
活
山
耗
苧
伊
』
切
り
下
げ
て
断
〈
銀
行
り
信
用
を
控
併

は
自
動
貯
金
機
械
を
傍
働
組
合
一
品
務
所
、
北
(
の
他
叫
一
場
一

L
符
る
ピ
-
X
ム
山
が
北
口
述
見
る
所
で
あ
る
】
故
に
労
働

所
仁
設
位
す
る
迄
仁
日
比
八
で
ゐ
る

U

会
岡
山
一
労
働
者
が
者
銀
行
以
、
官
山
県
銀
行
ご
は
反
謝
仁
、
羽
山
町
的
信
用
は

漸
次
努
働
者
銀
行
山
支
応
及
び
代
理
，
h
ω
網
に
引
き
込
析
力
之
を
斥
付
、
生
産
的
」
信
用
山
み
を

mA
ヘ
、
以
て
確

雑

録

制

亀

山

労

働

有

品

行

「

必

一

一

一

腕

娘
二
十
三
番

一五
J
ぺ
)

五

O
九



串t

鈎

制
川
曜
の
捗
働
者
部
行

貫
性
を
維
持
甘
ん
芭
努
め
て
ゐ
る
の
で
ゐ
る
。
併

L
乍

ら
労
働
者
銀
行
は
俗
資
に

L
1
且
つ
底
分
[
易
き
資
本

を
得
る
辿
が
困
難
T
ゐ
る
。
比
(
り
瑚
由
凶
第
一
は
危
険

分
散
の
可
能
性
に
之

L
い
訓
で
め
る
。
郎
も
砧
労
働
者
山
り

絡
倍
ず
る
事
業
じ
は
生
底
的
卒
業
は
比
岐
的
少
〈
、
勢

働
者
銀
行
川
り
取
引
先
は
狭
L
縮
図
に
限
ら
れ

1
0
る

ω

で
、
信
州
印
刷
要
と
信
川
供
給
ピ
を
時
間
的
、
場
所
的
、

峨
4
4
的
に
泌
合
廿

L
む
る
引
は
周
抑
℃
め
る
。
第
二
仁

授
信
業
務
に
就
い
て
も
同
体
り
事
怖
が
仲
ふ
。
例
へ
ば

山
日
市
出
に
就
い
て
言
へ
ば
、
体
紛
い
り
初
が
会
凶
一
慌
に
定

め
ら
れ
て
ゐ
る
の
で
、
成
時
は
凡
ー
の
ん
日
山
県
が
絡
協
胴
上

F
目
、
S
じ

〉

)

、

叉

E
t
T
4
L
C
J
y
h
A
が
車
母
上
庁

貴
布
イ

J
3
1
1
3
i
e
H
t
j
f
u
-
-
H
a
n
i
-
-
h

し
〈
、
信
用
布
製

ω自
然
的
制
簡
が
北

(ω
聞
に
存
し
得

な
い
ゆ
で
ゐ
品
。
叉
月
品
川
市
以
や
労
働
者
に
於
て
時
、
同

問
山
由
業
が
突
如
正

L
1
辿
る
一
却
に
よ
っ
て
、
立
(
り
金
銭

的
中
山
梨
が
脅

r
さ
れ
る

ωで
あ
る
。

h
r
(
τ
拙
労
働
組
合

の
巨
額
り
基
金
及
び
小
額
り
貯
金
ι
伊
勢
働
者
銀
行
に
取

付
り
ら
れ
、
結
局
帥
労
働
者
銀
行

ω
支
出
百
収
入
ど
は
組

合

L
な
〈
な
る
の
で
あ
る
。
故
に
労
働
者
銀
行
は
他
的

普
通
銀
行
よ
旬
以
上
に
、
常
に
蕗
分
牲
の
事
を
考
へ
、

第
二
十
ユ
佐

(
第
一
一
一
貌
一
大
わ

五

C 

従
っ
て
北
(
的
資
本

ω
一
部
汁
を
資
本
家
銀
行
県
内
他
へ

頂
り

τ泣
か
ね
ば
な
ら
耐
の
で
め
る
o

要
す
る
に
勢
働

者
銀
行
は
其
り
金
銭
需
要
に
際
し
、
確

tN
に
L
て
E
っ

聞
併
な
る

4
t矧
J
る
が
幼
め
に
、
制
剖
他
銀
行
勘
定
、

手
形
、
行
川
間
流
券
等
出
陣
分
性

ω
大
な
る
も
の
を
多
〈
所

布
し
工
ゐ
な
け
れ
ば
な
、
b
品。

銀
行
ご
胤
客
三
か
般
密
に
分
雌
し
て
ゐ
な
い
場
合
に

よ
〈
川
叫
ん
‘
唱
で
ゐ
る
が
、
勢
働
者
銀
行
に
於
て
も
業
務

取
引
が
伶
h
に印刷

L
(
行
は
れ
る
正
、
共
的
結
川
市
受
信

者
十
」
渦
信
L
て
、
柏
崎
め
に
一
般
の
倍
川
を
失
ふ
に
至
る

ご
い
ふ
危
険
が
辿
h
，
易
い
の
で
ゐ
品
。
附
胤
此
H

不
行
届
の

紡
川
市
、
此
凶
柿
の
銀
行
が
大
損
失
を
出
現
h

リ
或
は
破
産
に

陥
っ
た
市
中
は
己
に
見
受
け
る
所
で
を
る
o

然
1
此
り
問

題
は
裂
す
る
に
人
の
問
題
で
あ
る
。
勢
働
者
銀
行
の
指

叫
場
者
は
一
方
に
は
、
労
働
者
り
利
佳
を
代
表
す
阜
ピ
共

仁
、
叉
他
方
仁
は
資
本
家
ピ

L
て
利
俗
を
旗
げ
、
以
て

銀
行
官
立
も
行
が
し
め
ね
ば
な
ら
泊
。
放
に
勢
働
者
銀

行

ω指
弱
者
は
一
五
は
uv

「
副
待
去
義
的
資
本
家
」
で
な
け

れ
ば
な
ら
れ
刷
。.

、
.
、
、
、
、
.
、
、
.

最
級
に
勢
例
者
銀
行

ω政
策
を
述
べ
ゃ
う
o

勢
働
者

h 匂 f 川十町内川川町が)山色



銀
行
に
依
っ
て
同
幽
槌
業
、
同
盟
解
雇
り
際
の
金
融
的

補
助
を
得
ん
正
す
る
考
は
今
日
倫
労
働
者
階
級
に
行

は
れ
℃
ゐ
る
が
、
此
は
労
働
者
側
雌
行
の
指
場
者
や
専
門

家
が
極
力
反
謝
す
る
所
の
も
の
で
あ
る
o

並
(
、
終
腕

戦
に
於
て
貯
金
を
消
失
し
て
し
ま
ム
£
い
ふ
-
M
E
科、

勢
川
四
将
訓
削
げ
内
信
川
e
f
m
説
損
f
る
一
帯
は
な
い
か
ら
で
あ

る
o

政
治
運
動
に
劃
す
る
信
用
は
最
も
危
険
な
消
投
的

信
川
で
ゐ
Q
c

伎
に
勢
問
者
側
叫
行
は
前
M
M
に
同
四
川
間
決

に
加
ら
な
い
で
、
労
働
者
り
利
盆
を
計
る
資
本
家
に

ー

l
労
働
力
的
賊
買
者
じ

L
t
v
は
な
〈
.
取
に
尚
日
間

の
版
武
者
正
し
て
の
資
本
家
ド

1
l確
貨
に
資
金
を
貸

卵
、
し
、
之
に
依
勺

1
同
組
川
出
来
を
援
助
し
た
己
同
一
の

粕
川
取
を
牧
め
る
の
で
ゐ
る
o

助
仙
り
例
は
合
来
凶
仁
於
て

見
ら
れ
る
所
で
め
る
c

畑
判
逸
は
労
働
者
銀
行
運
肋
に
就
い
て
は
疑

οも
な
〈

ア
メ

P
カ
合
撤
闘
に
先
阪
を
つ
け
ら
れ

τゐ
る
G

米
凶

仁
於

τは
一
九
一
九
年
叫
ジ
カ
プ
的
労
働
組
付
曾
議
に

於

τ、
会
凶
に
努
仙
組
合
銀
行
的
基
礎
が
立

t
ら
れ
、

一
九
二

O
年
に
最
初

ω
銀

行

叶

ぽ

宮
c
z
p門
〈

0
2
8

W[ 

~士

日
制
抽
出
山
必
倒
点
銀
行

riロ
包
囲
釦
ロ
r
o『
司
自
区
ロ
m
gロ
が
設
立
せ
ら
れ
た
o

共
り
仙
の
凶
に
於
て
は
勢
働
者
銀
行
運
動
は
日
向
浅

く
、
且
消
費
組
合
か
ら
起
っ
た
も
の
で
あ
る
か
ら
反
資

本
家
的
傾
向
が
務
レ
の
で
ゐ
る
。

従
来
貯
蓄
資
本
十
支
配
し

τゐ
た
金
融
業
者
が
新
競

需
者
た
る
労
働
者
銀
行
の
出
現
金
好
ま
な
い
の
は
自
明

の
端
で
あ
る
o

夏
に
小
商
商
人
は
妙
働
者
銀
行

ω
補
助

す
る
淵
投
組
合

ω競
守
を
部
れ
‘
寺
工
業
者
は
労
働
者

銀
行
が
建
築
組
合
北
(
他
的
生
産
事
業
に
千
列
す
る
引
を

好
ま
な
い
の
で
ゐ
る
。
然
し
、
勢
働
者
銀
行
の
山
現
は

級
協
山
械
を
樫
減
せ

L
む
る
の
手
段
己

L
f」
許
す
べ
き
で

あ
る
、

Z
云
ふ
誌
は
、
何
人
も
一
致
す
る
所
で
あ
る
。

若
!
勢
倒
者
自
身
が
「
資
本
家
」
に
な
れ
ば
、
銀
行
り
株

主
た
る
ご
、
消
投
組
合
、
建
築
組
合
、
ル

HZ他
的
事
業

の
組
合
員
た
る
E
を
問
は
す
、
共
り
『
資
本
家
」
に
な
っ

た
ご
一
苫
ム
副
賞
が
階
級
附
守
を
聴
減
l
、
刑
合
的
調
和

を
計
る
に
役
立
つ
の
は
疑
ふ
〈
が
ら

F
る
所
で
ゐ
る
。

ア
メ
り
カ
合
衆
国
に
於
て
は
、
稲
々
の
大
銀
行
一
V
捗
働

者
銀
行
ピ
提
扮
L
て
進
ん
で
ゐ
る
り
で
あ
っ
て
、

J

門庁

間

E
M
L
2
H
E
ω
件
。
。
自
日
出
々
は
其

ω泌
例
で
あ
る
o

第
-
一
十
三
谷
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